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◆
議
員
発
議

〇
氷
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

職
員
に
支
給
さ
れ
て
い
る

「
住
居
手
当
」
を
、
町
外
に
居

住
す
る
職
員
に
は
支
給
し
な
い

と
す
る
も
の
で
す
。
町
内
に
居

住
す
る
職
員
に
は
従
前
ど
お
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
条
例
の
一
部
改
正

〇
氷
川
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
、

一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
及

び
特
別
職
の
職
員
の
期
末
手
当

の
支
給
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

議
会
議
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末

手
当
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

〇
氷
川
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

議
会
議
員
と
同
じ
改
正
内
容

で
、
町
長
等
に
支
給
さ
れ
る
期
末

手
当
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

〇
氷
川
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改

正

　
　

消
防
団
員
の
報
酬
改
定
と
公

務
災
害
時
の
補
償
及
び
退
職
報

償
金
の
支
給
規
定
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

〇
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
と
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
判
定
基
準
額
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

※
国
民
健
康
保
険
税
医
療
分
の

賦
課
限
度
額
が
61
万
円
か
ら
63

万
円
に
。
介
護
納
付
金
分
の
賦

課
限
度
額
が
16
万
円
か
ら
17
万

円
に
改
正
。

〇
氷
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正

　
　

住
宅
入
居
手
続
き
で
「
連
帯

保
証
人
が
負
う
限
度
額
は
入
居

決
定
時
の
家
賃
３
月
分
と
す

る
」
を
加
え
る
も
の
で
す
。

〇
氷
川
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条

例
の
一
部
改
正

　
　

氷
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
と
同
じ

〇
氷
川
町
監
査
委
員
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
を

踏
ま
え
関
係
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

◆
条
例
の
廃
止

〇
氷
川
町
少
年
自
然
の
森
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定

　
　

当
該
施
設
を
閉
鎖
す
る
こ
と

と
し
た
た
め
、
条
例
を
廃
止
す

る
。

〇
議
会
費 

・
議
員
報
酬�

3
4
4
6
万
円

・
議
長
交
際
費�

2
5
万
円

・
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

ラ
イ
ブ
映
像
配
信�

5
3
万
円

〇
総
務
費 

・
特
別
職
給
与�

2
2
2
2
万
円

・
町
長
交
際
費�

9
0
万
円

・
区
長
業
務
委
託
料

�

1
9
2
6
万
円

・
地
方
バ
ス
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

1
5
7
3
万
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

活
動
助
成
金�

2
1
0
万
円

・
行
政
区
活
動
活
性
化
交
付
金

�

2
5
1
0
万
円

・
移
住
支
援
金�

2
0
0
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
支
援

　

業
務
委
託
料�

2
7
5
0
万
円

・
国
勢
調
査
指
導
員
・
調
査
員
報
酬

�

3
4
6
万
円

〇
民
生
費 

・
高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
実
証

実
験
事
業　
　
　

3
0
0
万
円

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

4
0
5
万
円

・
食
の
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
4
0
4
万
円

・
竜
北
西
部
学
童
保
育
所
建
設
敷

地
土
地
購
入　

1
8
5
5
万
円

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
健
全
育
成

事
業
委
託
料　

2
3
0
4
万
円

・
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
委
託

料�

1
2
9
0
万
円

・
子
ど
も
医
療
費
助
成

�

4
7
6
4
万
円

〇
衛
生
費 

・
健
診
委
託
料�

2
3
2
3
万
円

・
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金�

2
8
3
万
円

・
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費

　

助
成
金�

4
7
5
万
円

〇
農
林
水
産
業
費 

・
八
代
産
畳
表
認
知
向
上
・
需
要

拡
大
推
進
協
議
会
負
担
金

�

2
1
0
万
円

・
い
業
機
械
再
生
支
援
事
業

　

補
助
金�

6
6
7
万
円

・
畳
表
張
替
助
成
事
業

�

1
5
0
万
円

・
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　

補
助
金�

3
3
0
0
万
円

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
補
助
金

�

5
4
0
万
円

〇
商
工
費 

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進

　

事
業
補
助
金�

8
0
0
万
円

・
創
業
支
援
・
事
業
所
等
整
備
促
進

　

事
業
補
助
金�

5
7
2
万
円

・
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助
金

�

3
6
0
万
円

・
氷
川
ま
つ
り
補
助
金

�

7
0
0
万
円

・
竜
北
公
園
及
び
ふ
る
さ
と
自
然

の
道
管
理
委
託
料
7
8
4
万
円

・
立
神
峡
公
園
管
理
委
託
料

�

8
7
7
万
円

〇
土
木
費 

・
空
き
家
バ
ン
ク
促
進
補
助
金

�

6
0
0
万
円

・
町
道
修
繕
料�

9
4
6
万
円

・
道
路
維
持
修
繕
費
工
事
請
負
費

（
5
路
線
）�

3
0
7
6
万
円

・
道
路
新
設
改
良
工
事
費
工
事
請

負
費（
5
路
線
）2
8
5
0
万
円

・
二
級
河
川
堤
防
雑
草
除
去

　

委
託
料�

8
1
4
万
円

・
氷
川
警
察
署
跡
地
用
地
購
入
費

�

1
8
6
0
万
円

〇
消
防
費 

・
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
負
担
金

�

2
億
3
1
8
4
万
円

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

　

購
入
費�

3
3
9
1
万
円

・
消
防
用
施
設
整
備
補
助
金

�

3
5
1
万
円

・
防
災
マ
ッ
プ
作
製
業
務
委
託
料

�

3
5
0
万
円

・
野
津
防
災
公
園
整
備
工
事
（
第

2
期
・
第
3
期
）

�

7
4
1
5
万
円

・
網
道
防
災
公
園
用
地
購
入
費

�

2
6
8
7
万
円

〇
教
育
費 

・
I
C
T
支
援
業
務
委
託
料

�
5
8
0
万
円

・
外
国
語
指
導
助
手
派
遣
業
務
委

託
料�

5
0
2
万
円

・
英
語
検
定
受
験
助
成
金

�

2
9
万
円

・
大
野
窟
古
墳
羨
道
空
洞
部

　

復
旧
工
事
請
負
費
1
3
0
万
円

・
八
火
図
書
館
図
書
購
入
費

�

4
0
0
万
円

〇
公
債
費 

・
町
債
元
金
償
還
金

�

８
億
9
7
1
6
万
円

・
町
債
利
子
償
還
金

�

3
9
9
8
万
円

防災公園の整備で安心・安全・　  健康に暮らせるまちづくり
令和 2 年度氷川町一般会計　 　予算63億9977万円決まる

　

3
月
定
例
議
会
は
、
3
月
9
日
開
会
し
、
議
員
発
議
1
件
、
条

例
の
一
部
改
正
８
件
、
条
例
の
廃
止
1
件
、
令
和
元
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
他
、
特
別
会
計
補
正
予
算
4
件
、
令
和
2
年
度
一
般

会
計
予
算
他
、
特
別
会
計
予
算
4
件
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
1
件
、
全
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

傍聴者の入場を中止し開催された
議会（傍聴は報道関係者）

氷川警察署跡地

新型コロナウイルス感染予防対策で
　　　　　　　3月議会の会期を2日間に短縮しました

　3月議会の日程は、3月9日開会し17日までの予定でしたが、全国的に新型コロナウイルス
感染が広がる中、氷川町議会運営委員会（三浦賢治委員長）で感染予防のために会期を短縮し、
9日開会し、翌10日に討論採決の2日間の日程で行うことを決めました。そのため、各常任委
員会と一般質問を取りやめました。また、本議会の傍聴も中止にしました。

主
な
事
業

一
般
会
計
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町道今・桜ヶ丘線（宮原小学校付近）

住民健診（健康センター駐車場）

網道防災公園予定地周辺

ྩ2ණொಛผ会ܭ༧ࢉ
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── 提出された主な議案に対する各議員の賛否 ──
議員名

議案名

西
尾
　
正
剛

木
下
　
　
厚

河
口
　
涼
一

清
田
　
一
敏

長
尾
憲
二
郎

吉
川
　
義
雄

上
田
　
俊
孝

三
浦
　
賢
治

上
田
　
健
一

松
田
　
達
之

片
山
　
裕
治

米
村
　
　
洋

氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正（議員提案） 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ― 〇 〇
氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ―
氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ―
氷川町一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
氷川町消防団条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
氷川町国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
氷川町営住宅条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
氷川町特定公共賃貸住宅条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
令和元年度氷川町一般会計補正予算（第7号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
令和2年度氷川町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ―
令和2年度氷川町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
令和2年度氷川町介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
令和2年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
令和2年度氷川町下水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
氷川町教育委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
※議員提案以外の議案は町長提案です� 〇　賛成　　●　反対　　▲　棄権　　―　表明無し
� ―印は、議長職務のため賛否の表明はありません　　

　

氷
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

私
、
氷
川
町
議
会
議
員
、
米
村

洋
が
提
案
者
に
な
り
、
三
浦
賢
治

議
員
は
じ
め
十
一
名
の
議
員
の
連

名
で
提
出
い
た
し
ま
す
。

　

氷
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
氷
川
町
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
平
成
17

年
氷
川
町
第
38
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
8
条
の
2
、
第
1
項
第
1
号

の
中
、「
自
ら
」
の
前
に
「
本
町

の
区
域
に
」
を
加
え
る
。
附
則
と

し
て
、
こ
の
条
例
は
令
和
2
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

提
案
理
由
に
つ
い
て
、
一
般
職

の
給
与
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務

員
法
第
24
条
第
2
項
に
よ
り
、
生

計
費
並
び
に
国
及
び
他
の
地
方
公

共
団
体
の
職
員
並
び
に
民
間
事
業

の
従
事
者
の
給
料
そ
の
他
の
事
情

を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
規
定
さ
れ
て
本
町
で
も
国

に
準
じ
た
給
料
体
系
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
規
定
に
あ
る
民
間
事

業
の
従
事
者
の
給
与
を
勘
案
す
る

上
で
、
公
務
員
と
民
間
の
給
料
の

格
差
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
多
く

の
町
民
か
ら
の
声
も
あ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
特
に
住
居
手
当

に
つ
い
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
、
人
口
減
少
を
少
し

で
も
食
い
止
め
よ
う
と
す
る
の
が

町
の
立
場
で
あ
る
。
職
員
は
町
内

に
居
住
し
、
地
域
住
民
と
と
も
に

行
動
し
、
災
害
時
の
緊
急
時
に
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
職
員
が
町
内
に
居
住
す
る

こ
と
を
最
善
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
に
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
提

案
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

上
田
俊
孝
議
員　

人
口
減
少
は
、

地
方
行
政
に
と
っ
て
は
死
活
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
都
も

2
0
2
5
年
か
ら
人
口
減
少
に
な
る

と
い
う
報
道
機
関
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
平

成
17
年
に
氷
川
町
が
誕
生
し
て
早
15
年
に
な

り
ま
す
。
再
三
、
職
員
の
方
に
も
、
歴
代
町

長
も
促
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
私
は
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
こ
う
い
う
状

態
の
中
で
、
発
議
者
の
提
案
に
賛
成
で
す
。

片
山
裕
治
議
員　

職
員
の
方
が
地
域
に
住
ん

で
い
た
だ
く
と
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
原
動
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
理
解
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
氷
川
町
内
に
住
ん

で
頂
き
た
い
。

吉
川
義
雄
議
員　

発
議
者
は
こ
れ
ま
で
、

職
員
は
氷
川
町
に
住
ん
で
く
れ
、
こ
う
い

う
気
持
ち
を
ず
っ
と
伝
え
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
条
例
改
正
は
時
期
尚
早
と
思

い
ま
す
。
も
っ
と
職
員
と
話
し
合
う
場
が
あ
っ
て
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
職
員
の
健
康
、
元
気
、
回
復
、

そ
の
他
、
厚
生
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
樹

立
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

規
定
も
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
で
職
員
の
宿

舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
職

員
の
中
に
は
氷
川
町
に
住
居
を
求
め
た
が
条
件
が
合

わ
ず
町
外
に
住
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
も
い
ま
す
。

町
は
住
宅
政
策
を
進
め
る
こ
と
が
先
で
す
。
当
該
職

員
と
の
合
意
を
得
て
か
ら
条
例
改
正
す
べ
き
で
、
私

は
反
対
で
す
。

町
外
居
住
職
員
に
住
居
手
当
な
し

議
員
発
議
で
条
例
改
正

議
員
発
議
…
米
村
洋
議
員
提
案

賛
成

討
論

反
対

討
論

町道河原鹿島西網道線

ொ੫ 15.2％
9億7250万円

 ೖۚ܁
11.6%

7億4550万円

ग़ۚ 8.3%ࢧݿࠃ
5億2840万円

ग़ۚ 8.6％ࢧݝ
5億4840万円

ํަ੫ 42.2％
27億円

ொ債 6.2％
3億9580万円

�ೖࡀ
�3ԯ����ສԁ

町ͷआりೖΕ
ʢआۚʣͰ͢

ྗࡒنମͷ࣏ࣗ
ʹԠ͔ͯ͡ࠃΒަ͞
ΕΔ͓ۚ

อҭࢱͳͲ͍ಓ
͕ܾ·ͬͨิॿۚͰ
͢ʢࢧݝग़ۚʣ

ʢ町ͷۚج
ஷۚʣΛऔ
り่͠ɾଞ
会͔ܭΒͷ
ۚࢿ

町ຽ੫ɾݻఆ࢈ࢿ੫ɾ
ܰࣗಈं੫ͳͲɺͨࢲ
͕͍ͪͬͯΔ੫ۚ

総務費
 23.4%

14億9770万円

民生費 22.8%
14億6160万円

�ग़ࡀ
�3ԯ����ສԁ

ҩྍհޢɺࢠ
ҭͯͳͲࢱʹ
Ͱ͓ۚ͢͏

衛生費
10.6%

6億7650万円
農林水産業費 6.2%

3億9720万円

商工費 1.1%
6820万円

土木費 8.0%
5億960万円

消防費 6.9%
4億4410万円

教育費 5.3%
3億3870万円

公債費
14.7％

9億3760万円

͝Έɾ͠ͷॲཧɺ
༧छͳͲͷඅ༻Ͱ͢

आೖۚͷฦۚࡁ
Ͱ͢

議会費 1.0%
6540万円

一般会計予算の主な事業
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岡
垣
町
議
会
で
は
、
森
山
浩
二

議
長
よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
平
山
正
則
議
会
広
報
常

任
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
広
報
誌
つ
く

り
・
岡
垣
町
議
会
住
民
懇
談
会
の

取
り
組
み
状
況
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

岡
垣
町
で
は
、
議
会
広
報
誌
の

表
紙
写
真
は
委
員
全
員
が
撮
影
し
、

そ
の
中
か
ら
選
定
を
す
る
。
議
決

の
状
況
（
賛
成
・
反
対
表
）
各
議

員
氏
名
入
り
一
覧
表
、
賛
成
・
反

対
討
論
を
掲
載
。
一
般
質
問
は
一

人
6
0
0
字
、
質
問
者
が
質
問
後
、

翌
々
日
の
朝
9
時
ま
で
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
づ
く
り
で
は
、
常
に
他

の
自
治
体
の
議
会
だ
よ
り
を
研
究

し
、
よ
い
と
こ
ろ
は
参
考
に
す
る
。

町
の
広
報
誌
と
同
日
発
行
と
な
る

の
で
、
内
容
が
同
じ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ

が
ど
う
な
っ
た
か
を
掲
載
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

岡
垣
町
議
会
で
は
、「
岡
垣
町

議
会
で
は
、
住
民
と
の
対
話
を
進

め
、
議
会
と
町
政
を
住
民
が
分
か

り
易
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
住
民

と
連
携
が
図
ら
れ
、
民
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
住
民
懇
談
会
を
実
施
す

る
」（
岡
垣
町
住
民
懇
談
会
実
施

要
項
）
に
基
づ
い
て
、
平
成
20
年

度
か
ら
「
岡
垣
町
議
会
住
民
懇
談

会
（
議
員
と
語
ろ
う
）」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

当
初
の
対
面
方
式
で
は
参
加
す

る
人
も
発
言
す
る
人
も
限
定
さ
れ

る
な
ど
あ
り
、
参
加
者
全
員
か
ら

発
言
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
に
変
え
て

開
催
。
議
員
を
6
テ
ー
ブ
ル
（
1

テ
ー
ブ
ル
2
名
）
に
分
け
、
テ
ー

マ
を
決
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
懇
談
会
で
出
た
意
見
を
委

員
会
で
集
約
し
報
告
書
を
作
成
、

議
員
と
執
行
部
で
共
有
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
は
委
員
会
が
調

査
・
研
修
を
行
い
、
政
策
提
言
ま

で
持
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
氷
川
町
議
会

も
今
後
「
住
民
懇
談
会
」
の
開
催

に
向
け
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

久
山
町
議
会
で
は
、
阿
部
文
俊

議
長
よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
か
ら
議
会
広
報
誌
の

編
集
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

久
山
町
議
会
で
は
、
一
般
質
問

は
、
一
人
8
0
0
字
以
内
で
ま
と

め
る
。
原
稿
は
事
務
局
か
ら
粗
原

稿
を
受
け
て
か
ら
3
日
以
内
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
1
ペ
ー
ジ
、
見
出
し
は
2
行

で
字
数
を
少
な
く
し
一
目
で
わ
か

る
よ
う
に
努
力
さ
れ
配
色
も
よ
く
、

大
変
見
や
す
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

紙
質
も
よ
い
の
で
写
真
が
綺
麗
で

し
た
。

　

表
紙
は
各
行
政
区
内
の
議
員
が

担
当
し
、
行
政
区
の
行
事
写
真
を

撮
っ
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
表
紙
に
登
場

し
た
住
民
か
ら
町
へ
の
思
い
を

語
っ
て
も
ら
い
、
最
終
ペ
ー
ジ

「
か
け
は
し
」
と
し
て
連
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
久
山
町
は
、
人
口
が

増
加
し
て
き
て
い
る
の
で
新
し
く

町
に
来
た
人
を
「
か
け
は
し
」
に

登
場
し
て
も
ら
い
、
町
の
良
さ
課

題
を
語
っ
て
も
ら
う
企
画
は
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

久
山
町
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ

り
を
議
員
の
手
で
町
内
全
戸
に
配

布
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
議
員
が
配

布
す
る
時
、
地
域
を
調
査
す
る
い

い
機
会
で
す
よ
」
と
の
こ
と
。
議

員
の
努
力
に
大
変
感
心
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

広
報
誌
つ
く
り
に
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

現
在
、
社
会
の
在
り
方
が
多
様

化
し
、
地
方
議
員
に
も
種
々
の
知

識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

氷
川
町
で
も
、
議
員
の
自
主
研

修
を
目
的
に
、
平
成
31
年
度
か
ら

『
自
主
調
査
及
び
研
修
費
』
と
し

て
一
人
当
た
り
の
旅
費
年
間
6
万

円
が
予
算
化
さ
れ
た
。
研
修
会
参

加
の
受
講
料
は
自
己
負
担
で
あ
る
。

　

地
方
議
員
を
対
象
と
し
た
多
く

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
が
、

今
回
は
元
佐
賀
県
武
雄
市
長
の
樋

渡
啓
祐
氏
を
講
師
と
し
た
「
人
口

減
少
対
策　

日
本
の
成
功
例
」

「
人
口
対
策
の
処
方
箋
」
の
研
修

を
選
ん
だ
。
日
程
は
1
月
30
日
か

ら
31
日
の
2
日
間
、
研
修
会
場
は

東
京
日
本
橋
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

樋
渡
啓
祐
氏
は
、
歯
切
れ
の
よ

い
テ
ン
ポ
で
、
具
体
的
な
話
を
展

開
さ
れ
た
。

　

成
功
事
例
と
し
て
、
千
葉
県
流

山
市
を
紹
介
さ
れ
た
。
流
山
市
の

成
長
戦
略
は
、
①
都
心
等
へ
の
交

通
利
便
性
の
改
善　

②
緑
豊
か
な

良
質
な
住
環
境
の
維
持
・
向
上　

③
快
適
で
楽
し
い
都
市
環
境
の
創

出　

④
住
み
た
い
町
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
4
つ
で
あ
る
。
街
全

体
に
木
々
を
植
え
、
緑
あ
ふ
れ

る
・
景
観
の
美
し
い
住
宅
地
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
街
に
し
た
こ

と
に
よ
り
、
流
山
市
ブ
ラ
ン
ド
が

確
立
し
、
住
み
た
い
街
と
し
て
認

識
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
転
入
者
が

多
く
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
島
根
県
邑
南
町

が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
町
は
「
日

本
一
の
子
育
て
村
を
目
指
す
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
き
め
細
か
な
取

組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
◦
保

育
料
第
2
子
目
以
降
完
全
無
料
化

◦
町
内
2
カ
所
に
病
児
保
育
設
置

◦
24
時
間
救
急
対
応
の
安
心
な
医

療　

◦
学
校
図
書
室
の
充
実　

◦
町

内
唯
一
の
高
校
の
存
続
と
支
援

◦
子
育
て
支
援
ポ
イ
ン
ト
制
度

（
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
町
内
の
買
い
物
券
と
し

て
利
用
）
◦
子
ど
も
ま
る
ご
と
相

談
室
の
設
置　

等
々
。
こ
れ
ら
の

取
組
み
が
功
を
な
し
、
1
年
間
の

町
へ
の
U
タ
ー
ン
者
は
1
0
0
名

を
超
え
、
そ
の
4
分
の
1
は
20
代

か
ら
30
代
の
女
性
で
あ
る
。
若
い

世
代
の
転
入
は
、
今
後
の
人
口
増

加
に
多
い
に
期
待
で
き
る
。

　

最
後
に
武
雄
市
も
紹
介
さ
れ
た
。

思
い
切
っ
た
政
策
と
、
マ
ス
コ
ミ

へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
よ
り
、
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人

口
増
加
率
が
ア
ッ
プ
し
た
と
の
説

明
だ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
に
は
、
全
国
か
ら

1
0
5
名
の
地
方
議
員
の
参
加
が

あ
っ
た
。
人
口
減
少
は
ど
の
市
町

村
で
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
全

員
熱
心
に
講
義
を
聞
き
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
さ
れ
た
。

　

氷
川
町
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
氷
川
町
は
住
み
や
す
い
」
と
多

く
の
意
見
が
あ
っ
た
。
自
然
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
誇
れ
る
所
が
多
い
。

医
療
費
は
高
校
生
ま
で
無
料
で
あ

る
。
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
抑
え
、

皆
が
住
み
や
す
く
、
住
み
続
け
ら

れ
る
町
づ
く
り
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
研
修
だ
っ
た
。

住
民
に
分
か
り
や
す
く

 
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
に

先
進
地
視
察
研
修
報
告
―
議
会
広
報
委
員
会

　
令
和
2
年
1
月
27
日
~
28
日
、
福
岡
県
岡
垣
町
議
会
と
久
山
町
議

会
で
、
議
会
広
報
視
察
研
修
を
行
い
、
議
会
広
報
誌
づ
く
り
の
方
法

や
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
・
苦
労
し
て
い
る
点
な
ど
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
垣
町
議
会
が
行
っ
て
い
る
「
住
民
懇
談
会

（
議
員
と
語
ろ
う
）」
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

他
の
広
報
誌
を
研
究

良
い
と
こ
ろ
を
参
考
に

　 

岡
垣
町
議
会
だ
よ
り森山議長の挨拶を受ける氷川町議会広報委員

住民懇談会（岡垣町議会だより）

久山町議会
だより

民
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

議
会
が
住
民
懇
談
会
開
催

広
報
誌
に
住
民
登
場

　 

久
山
町
議
会
だ
よ
り

地方議員研修
（東京　カンファレンスセンター）

個
人
研
修
報
告
―
西
尾
正
剛

人
口
減
少
対
策
―
日
本
の
成
功
例

人
口
対
策
処
方
箋
…
地
方
議
員
研
修

吉
川
義
雄
議
員

熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　
吉
川
義
雄
議
員
が
熊

本
県
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
、
議
員
歴
23
年
以

上
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　
3
月
9
日
開
か
れ
た
、

3
月
議
会
の
冒
頭
、
米

村
洋
氷
川
町
議
会
議
長

か
ら
吉
川
義
雄
議
員
に
、

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

氷
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

　
藤
本
一
臣
町
長
か
ら
、
氷
川
町
教
育
委
員
会
の
委
員

に
任
命
し
た
い
の
で
、
議
会
の
同
意
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
議
会
は
慎
重
審
議
し
、
全
会
一
致
で
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
　
氏
　
名
　
　
森も

り

野の

文ふ
み

湖こ

　
　
住
　
所
　
　
氷
川
町
鹿
野
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ス
ポ
ッ
ト

氷
川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋

氷
川
町
ま
ち
づ
く
り
情
報
銀
行

　

ま
ち
つ
く
り
ञ

は
、
主


・
ଂ
・
本

・
࿃
נ
ญ
・
土

ญ
の
5
౩
が
登

を
受
け
て
い

ま
す
。
主

は
木

2
֊
建
て
、

1
8
3
2
（
ఱ
保
3
）
年
創
建

で
、
1
8
7
3
（
明
治
6
）
年

に
増
ங
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ҫ
۔

家
は
、
ߐ
戸
時
代
に
は
ৢ

業

を
営
ん
で
お
り
、「
つ
く
り
ञ


」
の
名
শ
は
、
そ
こ
か
ら
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

主

は
二
ྻ
型
（
表
に
ళ
等
、

ཪ
に
࠲
敷
等
の
二
ྻ
の
配
置
の

町
家
ܗ
式
（
ళ
ฮ
併
設
の
住

宅
）
で
す
が
、
改
ங
さ
れ
た


の
চ
は
タ
イ
ル
が
敷
か
れ
、
ۙ

代
的
な

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
の
境
に

ら
れ

た
ญ
は
、
厚
く

い
࿃
נ
を
イ

Ϊ
リ
ス
積
（
小
口
積
と
長
手
積

を
交
ޓ
に
ஈ
ҧ
い
で
積
Ή
）
で

積
み
上
げ
た
も
の
で
、
ॏ
厚
な


り
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
ܦ
年
ྼ
化

や
۽
本
地

に
よ
り
࣫
۬
が
མ

ち
る
な
ど
の
ඃ
害
を
受
け
て
い

る
た
め
、
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
Ҫ
۔
ۜ
行
は
、

भ
実
業

ۜ
行
（
۽
本
市
）
を
買
ऩ
し
て
、

1
9
2
0
（
大
正
9
）
年
に
本

ళ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
手
ڱ
に
な
っ
た
た
め
、
5
年

後
に
新
し
く
建
て

さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
現
在

っ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
情
報
ۜ
行
で
す
。

　

そ
の
後
1
9
4
2
（
ত
和

17
）
年
、
ං
後
ۜ
行
と
合
併
し
、

1
9
6
9
（
ত
和
44
）
年
ま
で

ං
後
ۜ
行
ٶ
原
支
ళ
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

建
物
の
設
計
・
施
工
は
大
正

10
年
創
業
の
増
Ӭ
組
で
、
మ
ے

コ
ン
ク
リ
ー
ト

2
֊
建
て
ߏ


外
観
は
ݰ
関
൳
ն
・
ப
಄
・

૭
回
り
等
に
ز
Կ
学
パ
タ
ー
ン

の

০
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

Ҫ
۔
ۜ
行
は
、
大
ۜ
行
と
ݺ

ば
れ
た
中
ԝ
の
ۜ
行
で
な
く
、

地
方
の
大
地
主
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
ۜ
行
で
あ
り
、
ま
た
設

計
・
施
工
も
地
元
の
業
者
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う

が

特

の
建
物
で
す
。

（
旧
井
芹
家
住
宅
）（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

·ͪͮ͘り報ۜߦ

氷川町·ͪͭ͘りञ

　

4
月
9
日
、
氷
川
町
竜
北
西

部
小
学
校
で
令
和
2
年
度
の
入

学
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
φ

イ
ル
ス
感
છ

予
防
の
た
め
、
在
校
生
や
来
ෂ

の
出
੮
は
あ
り
ま
ͤ
ん
で
し
た
。

24
名
の
新
入
生
は
自
分
の
名
前

を
ݺ
ば
れ
る
と
元
気
に
手
を
上

げ
「
は
い
」
と
ฦ
事
。
お
お
き

な
声
が
体
育
館
い
っ
ͺ
い
に
ڹ

い
て
い
ま
し
た
。

　

元
気
な
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
、

入
学
お
め
で
と
う
。

　

世
ք
中
を
ڴ
か
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
φ

イ
ル
ス
が


Җ
を
ৼ
る
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
も
緊
急
事
態
એ
言
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
φ

イ
ル
ス
の
感
છ
が
拡
ࢄ
す
る
前
に
氷
川

町
で
は
、
３
ີ
（
気
ີ
、
ີ
集
、
ີ
閉
）
を
ආ
け
る
ҝ
に
、

氷
川
町
内
外
行
事
は
、
ີ
室
で
の
会
議
や
会
合
な
ど
集
ま

り
等
、
行
政
は
い
ち
早
く
い
ろ
ん
な
イ
ϕ
ン
ト
を
中
止
す

る
よ
う
発
表
し
予
防
に
ప
し
ま
し
た
。

　

氷
川
町
議
会
も
、
行
政
と
協
議
し
て
、
会
期
を
̎
日
間

と
し
ま
し
た
。
氷
川
町
で
は
感
છ
者
が
出
て
い
ま
ͤ
ん
が
、

拡
ࢄ
さ
ͤ
な
い
ҝ
に
も
大
人
の

任
と
し
て
、
予
防
に
ప

し
、
ີ
集
し
て
い
る
所
に
は
出
か
け
な
い
様
、
お
ޓ
い
注

意
し
ま
し
Ỷ
う
。
ま
た
、「
お
年
د
り
や
༮
い
子
ڙ
を
新

型
コ
ロ
φ

イ
ル
ス
か
ら
क
り
ま
し
Ỷ
う
」「
ご
安
全
に
」

�

（
長
ඌ
）

表
紙
の
ひ
と
こ
と

編
集
後
記

校長ઌੜのをฉ͘
৽入ੜ

٤ 4",":"   


